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目標4
すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、
生涯学習の機会を促進する
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ターゲット4.1　2030年までに、すべての子どもが男女の区別なく、適切かつ効果的な学習成果をもたらす、無償かつ公
正で質の高い初等教育及び中等教育を修了できるようにする。� �
ターゲット4.2　2030年までに、すべての子どもが男女の区別なく、質の高い乳幼児の発達・ケア及び就学前教育にアク
セスすることにより、初等教育を受ける準備が整うようにする。

初等教育支援：小学校建設・運営
アフリカ
ギニア・ビサウ
学校名	 	 ソナック小学校

校舎建設完成年月	2003 年 2月

開校年月		 2003 年 10月

教育内容
政府指定の一般教育を実施。教科は国語（ポルトガル語）、算数、
理科、社会、体育、図工に加え、3年生から英語、フランス
語を学ぶ。午前と午後の 2交替制で午前中は 1～ 4年生、午
後は 5～ 6年生が学ぶ。5年生からは各教科ごとの教師が教
える。
土曜日に校長が道徳教育を実施。夏休み中には、高学年の児
童を対象に自己抑制特別夏期講座と題して道徳教育を実施し
ている。
9月始業、6月修了。

卒業生総数	 483 人

概要
　クーデターや内戦が頻発するギニア・ビサウでは、国民の
およそ 6割が国際貧困ライン（1日 1.9 ドル）以下の収入
で暮らしている。学校を含め基礎的インフラも十分に整備さ
れておらず、学校不足が深刻な社会問題となっている。
　地域の要請を受け、首都ビサウ市ルアンダ地区に小学校を
建設。女性の社会的地位が低い国でありながら、女子の数が
多いことが特色。教師のストライキによって授業が行われな
い公立学校が多いのに対し、ストライキもなく年間を通じて
授業を行っていることに父兄から感謝されている。
　2008 年より貧困家庭の子供達を里親制度で支援してい
る。卒業生の多くはソナック中学校へ進学。

進展状況
【2017】	
●校庭にベンチを設置。　
●	ロータリークラブの支援で職員室の建設、第4教室の窓・
壁の修繕、貯水タンクの設置を行った。

●	9 月 6～ 13 日、教師を対象に「ソナックをギニア・ビ
サウ一

いち

の学校にするために」とタイトルを掲げたセミナー
を実施。

●9月 23日、父母会を開催し、100人以上が参加。
●全体の進級率は84％。
● 6年生 52人が卒業。
●児童数（2016年 9月～ 2017年 6月）

男子 女子 合計

117 146 263

【2018】	
● 	WFWP	USA からの支援で遊具（ブランコ、シーソー）

の設置と屋根の修繕を行った。
●ソナック小学校・中学校の卒業生が事務長に就任。
●9月 28日、父母会を開催。90人の父兄が参加。
●6年生 44人が卒業。
●児童数（2017年 9月～ 2018年 6月）

男子 女子 合計

111 148 259

現在の校舎 ウィンテン・シガさんはソナック小学校・ソナック中学校の卒業生。大
学を卒業し、2018 年にソナック小学校の事務長を務めるようになった。
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ガーナ
【対象】ガ地区アマサマム地域・アクラ市・アクラ市郊外の小中高生	
【支援期間・金額】学費・制服・くつ・文房具の費用として毎年12,000 円を小中学生に支援。授業料
として50,000 円を高校生へ支援。1年ごとに見直し。	
【開始年度】2002年１月	
【里子数】（2017）54　（2018）51	
【里親数】（2017）55　（2018）55

ギニア・ビサウ
【対象】ソナック小学校の児童、ソナック中学校の生徒	
【支援期間・金額】毎月3,000円または 1,000円	
【開始年度】2001年 1月	
【里子数】（2017）43　（2018）41	
【里親数】（2017）43　（2018）41

ケニア
【対象】ハンドウ中学校・高校の生徒	
【支援期間・金額】１年間15,000 円。１年ごと更新（希望があれば継続）。	
【開始年度】1998年５月	
【里子数】（2017）40　（2018）40	
【里親数】（2017）19　（2018）18

赤道ギニア
【対象】モトコ・シロマ幼稚園・小学校とピラール・モモ幼稚園・小学校他数校に通う 5～ 15歳（幼
稚園～小学6年生）の生徒
【支援期間・金額】１年間の授業料（学用品含）10,000 円の支援	
【開始年度】2002年 10月	
【里子数】（2017）100　（2018）107	
【里親数】（2017）95　			（2018）92

マラウィ
【対象】優秀だが経済的な理由で学業継続が困難なムズズ大学保健科学部の看護学生	
【支援期間・金額】年間の学費62,500 円を支援	
【開始年度】2016年３月	
【里子数】（2017）6　（2018）8	
【里親数】（2017）6　（2018）8

モーリタニア
【対象】５～１５歳（中学生）の孤児もしくは貧困家庭の子ども
【支援期間・金額】毎月里親会員3,000 円・サポート会員1,000 円。この会費の8割が養育費となる。
コレージュ（中学３年）を卒業するまで支援。
【開始年度】1997年 10月	
【里子数】（2017）13　（2018）14	
【里親数】（2017）6　		（2018）7

ルワンダ
【対象】ニューホープ技術専門学校に通う孤児・貧困者	
【支援期間・金額】１年間30,000 円	
【開始年度】1999年１月	
【里子数】（2017）57　（2018）53	
【里親数】（2017）56　（2018）60

その他実施国：インド、カメルーン、スリランカ、ホンジュラス


